
卒業研究

■研究題目

■研究の目的・意義

19世紀後半から20世紀にかけて、近代化学

の発展により繊維加工業界に多種多様な合成染

料が次々と出現した。合成染料はその優れた発

色性、堅ろう性から、それまで永きにわたって

用いられてきた天然染料を衣料品の世界から駆

逐してしまうことになった。その後はまさに合

成染料万能の時代であり、天然染料は専ら一部

の工芸染色においてのみ用いられていた。しか

し近年 とりわけ我が国においては、物質的な

面で生活が豊かになると共に人々は更なる豊か

さを求めるようになってきた。生活環境におけ

る天然物志向や合成化学品による環境汚染防止

への配慮といった考えも出現している。そうい

った中、草木染めという名の下において天然染

料に対する様々な情報が出現し また各方面で

趣味としての草木染めが行われるようになった.

その天然染料は長い歴史を持ちながらも 20

世紀半ばのごく最近まで、繊維を直接緑に染め

る単一の天然染料は無いとされてきた 1)。 実際

天然染料で緑色に染めるには青と黄の重ね染め

(例 えば薦と黄業、藍と刈安など2))が 行われ

てきたのである。

そもそも植物の緑というものはクロロフイル

色素によるものである。クロロフィルは他の天

然色素に比べ、複雑で大きな構造をもつた色素

である3ヽ そのクロロフィルは通常の中性域の

水では抽出することはできない。水で抽出する

ためにはアルカリ下でクロロフイルを水溶性の

クロロフィリンに変化させる必要がある。また、

抽出されたクロロフィリンもそのままでは紫外

線や熱により簡単に分解されてしまう4ヽ 最近
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まで繊維の染色にクロロフィルが用いられなか

ったのは、そういつたクロロフイルの使いづら

い面が影響していたのかもしれない。

それでも 山崎青樹氏が一般向けに緑葉、若

葉による緑色染色法5)を 説き施 してから、近年

各地でクロロフィル色素による緑色染色が行わ

れるようになった。ただ、まだこの染色法につ

いては文献が少なく、また文献3)07)に よって

記述がばらついていることもあり、真相につい

ては分からないことが多 0ヽ

ここで用いる葛という植物は日本を始めとす

るアジア原産の植物であり、古くから秋の七草

の一つとして数えられてきた。染料としての葛

は、緑色染料ではなく黄色染料として古くから

知られていた8)。

本研究では各種記述によってばらつきのある

葛による緑色染めについての曖昧な部分(①染

料最適採取時期の違い ②染色 pHの 違い ③染

料抽出 pH‖ である必要性 ④抽出回数及び染色

法の違い ⑤クズ必要生葉量の違い ⑥堅ろう度

についての認識の違い ⑦染色 媒染、染色を繰

り返す中媒染法5)の 真意 )を解き明かすこと

を目的とした。また、堅ろう性について検討す

ることにより、緑色染めの実用的な利用法につ

いても考察した

日研究の方法

1試料

本研究では絹と綿の試料を用いた。いずれの

試料も中尾フィルター製染色試験布で、非イオ

ン性界面活性剤ノイゲンHC(lg/1)中 80℃

で 30分精練処理後、十分にイオン交換蒸留水で
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水洗した。その後、定温乾ri機 (iuchi tt D0

-450F)中 で乾燥させた後アイコンでしわを仲

ばした。それぞれの試料はデシケーターに保管

し 実験に用いた。

予備実験の結果そのままでは著しく染着性の

悪かった綿についてはカチオン化処理をFLし て

から実験に用いた。カチオン化処理は精練乾燥

後の綿を用意し浴比 1:50の蒸留水にカチオン

界面活性剤 (KLC-1液 田中直製 )(10m1/1)

と水酸化ナ トリウム (3g/1)を 加え 80℃ で 30

分処理後、イオン交換蒸留水で水洗し、酸処理

として酢酸 (5口 1/1)中 で 5分 F・Hも み洗いし、

再び十分にイオン交換蒸留水で水洗した。その

後、乾燥させたあとアイロンでしわを伸ばし、

それをデンケーターに保管したものを使用した。

2染料

滋賀県立大学北仮設駐車場周辺地域で繁茂す

る葛葉を偏りの無いよう、できる限り広い範囲

のサンプルから集めた。それを 1～ 2 cmほ どに切

断し Na2CO:に よりoH Hに 調整した 10倍 量の

緩衝溶液で、還流下にて 20分 間 (実験によって

は 15分 )抽 出したものを 1回 目抽出液とし、こ

れを同様に 6回 目まで繰り返し、それぞれを染

液とした。

■研究の内容および結果と考察

1 吸収スペクトルとその抽出回数による変化

クズは 401nmと 601nmお よび 640nmに 吸収の

山を持っていることがわかった。また人間の目

では感じることのできない領域である紫外部の

266nmに も吸収の山を持つていた。次にその抽

出回数による変化であるが、401nmの 山は抽出

回数を重ねるにつれ小さくなっていくことがわ

かった。また 640nmの 山は 2回 日、3回 目抽出

液が最も高く、1回 目抽出液が最も低いという

結果になった。クロロフィル色素の最大吸収波

長は 430nmと 660nm付 近であり9)、 この結果か

らクロロフィル色素が 1回 目15分の抽出では染

液中にわずかにしか出てこず、その後の2回 目

以降の抽出時に染液中に出てくるということが

わかった。また、抽出回数が増すに従って 640■ m

4・l近 における吸収スペクトルの山が 1回 目を除

きわずかに長波長嶺I(639n口 ～653nm)|こ ずれる

ことがわかった。つまり抽出回数が増すに従っ

て抽出液の緑味が増すと考えられる。

図 1 クズの吸収スペクトル

2 pHH抽 出染液の pHによる吸収スペクトル

各 pHの 3回 目抽出液の吸収スペクトル曲線

を図 2に示した。これによると401nmと 640nm

の吸収の山はいずれの抽出回数による抽出液に

おいても抽出液 。Hを酸性域に近づけていくに

つれ小さくなり、また吸収スペクトル曲線が変

わっていた。640nm付 近の山は無調整と比較し、

pHllで はほとんど変化が見られず、pH9、 pH7

とその山の高さを徐々に低くし、pH5、 pH3では

この山の急激に低くなり、またそのビークも短

波長側へと移動している。これにより、植物か

ら抽出した色素の本来の緑色で染色を行いたい

ときにはアルカリ域で行うことが望ましいこと

がわかった。

図 2 各pHに おける吸収スペクトル曲線の変化



3 pHH抽出染液 pHが絹の染着性に与える影響

図 3よ り絹に対する染着性は中性域から弱酸

性域付近にかけて良いことが分かった。酸性域

(pH3)に なるとクズ染液が変化することから

絹への染着性が低下したものと考えられる。

また 3回 日抽出液の640nm付 近における山の高

さは pH13抽出が、400nm付 近における山の高さ

はっHll抽 出が最も高いことが分かった。

図 3 染液の pHが絹の染着性に

図 4で はクズ染液が ,H9お よび
pHに おける吸収スペクトルの変化

最も緑味がかった色を示した。ま
pHに よる絹に対する染着性の変化

よりも明度が高かった。pH7お よて
1,13に おいて染色pH7に した場合

はこれよりも青緑がかった緑とな
チオン化処理綿への染着性を調べ

pH7は pH無 調整よりも明度が高ス
る染色では 1回 目、2回 目抽出を

っH3は やや黄味がかった緑となっ
歯出が最も大きい染着性をみせた。

ら明度の高い緑を得るためには pl
l出 では染着性に大きな差は見られ

最も良いことがわかった。
チオン化処理綿に対する染色は、6

図 4 各 pHにおける染色布の Lalb十 値の変化   く
4 各抽出わHに よる染液吸収スペクトルの変化  Y

各pH抽 出の3回 目抽出液の吸収スペクトル曲

線を図 5に示した。これによると、pH9、 H、 13

では確認することのできる400nm及 び 640nm付

近の山は pH3、 5、 7に よる抽出では確認できな

回目抽出までは pH13抽 出が最も大きな染着性

図 6 pH9■ 13抽 出による抽出回数ごとの

カチオン化処理綿に対する染着性の変化

かった。これはアルカリ抽出でないとクロロフ

ィルが染液中に溶出しないことを示している。
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6絹布に対する染色における各種媒染斉Jの影響

絹未染色自布を基準に見た L★attb値 をみる

と銅媒染は明度の高い緑色となった。無媒染は

黄緑色であり、クロム媒染、アルミユウム媒染、

鉄媒染では黄色みが強くなった。錫媒染が最も
ヽ   -                1

無媒染に近か

図 7絹布への染色における各種媒染剤の影響

また他の実験で硫酸銅と酢酸銅の媒染を比較

すると硫酸銅媒染がやや青緑がかっていること

がわかった。酢酸銅はわずかに黄緑がかった緑

である。明度が高いのは硫酸鋼の方である。ま

た媒染剤濃度は lg/1で十分であるということ

がわかった。

7 絹布およびカチオン化処理綿染色布の耐光

および洗濯堅ろう度

耐光堅ろう度については銅媒染において比較

的良い結果が得られた。とりわけ、絹に関して

は変退色が 4級 と十分実用に耐えうるものであ

つた。 これは Mg‐ クロロフィルが Cuク ロロフ

ィリンに変化したことによるためであると思わ

れる。しかし、アルミニウム媒染と無媒染にお

いて堅ろう度は非常に悪いものであった。クロ

ロフィルの場合 アルミニウムで媒染すること

によって耐光堅ろう度を向上させるという効果

は見られないことがわかった。

洗濯堅ろう度についてであるが、試験布に染

色後、ソービングを行ったため、概ね良い結果

が得られた。しかし、耐光堅ろう度とは異なり、

銅媒染が良い堅ろう性を得たとは言えない。こ

れは、cuク ロロフィリンは紫外線に対しては

強いが、繊維との吸着の強さはMgク ロロフィ

ルと何ら変わりがないということであろう。

表 1 堅ろう度測定試験結果
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図 8 耐光堅ろう度試験前後の″S値の変化
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堅ろう度試験結果

耐光 洗濯

耐光 変退 変 退 汚染

クズ

綿

征
小

級

以

下

5 全 5

Al 1-2 5 全 5

3 5 全 5

絹

位
ヽ

5 全 5

Al 1-2 5 全 5

Cu 6 全 5
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